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緊急自然災害防止対策事業の延長に対する緊急要請 
 

日頃から北海道内３５市の市政推進に対し、格別のご高配を賜り、深く

感謝申し上げます。 

さて、近年の気候変動の影響を受け、積雪寒冷地では冬期の気温上昇に

伴う、「降雨・融雪」を要因とする舗装内への水の進入や、凍結融解が繰り

返されることによって道路の損傷が多発していたところ、凍上災害の予防・

拡大防止に対する国の財政支援として、緊急自然災害防止対策事業債の対

象を拡充していただき、厚くお礼申し上げます。 

こうしたなか、各市においては車両の走行性向上と交通安全を確保する

ため、適切な路面管理に努めているところですが、上述する被害は今後も

拡大することが予想され、これに伴う予防・拡大防止費用の増加や春先の

急激な路面状況の悪化などによる影響が、引き続き懸念されるところです。 

緊急自然災害防止対策事業債をこれまでの舗装の表層に係る対策に加え、

舗装の基層及び路盤を含む対策にも拡充していただいたことは、極めて有

用である一方、単年度では全ての道路損傷に対応することは困難であり、

北海道内多くの自治体で今後も当該制度の活用を強く期待しております。 

つきましては、積雪寒冷地の状況を十分ご理解賜り、令和７年度末まで

の時限措置となっている緊急自然災害防止対策事業債の期限の延長を講じ

ていただきますよう、お願い申し上げます。 

令和７年７月 16日 

北海道市長会  

札幌市長  秋元 克広 苫小牧市長 金澤 俊 滝川市長  前田 康吉 

函館市長  大泉 潤 稚内市長  工藤 広 砂川市長  飯澤 明彦 

小樽市長  迫  俊哉 美唄市長  桜井 恒 歌志内市長 柴田 一孔 

旭川市長  今津 寛介 芦別市長  北村 真 深川市長  田中 昌幸 

室蘭市長  青山 剛 江別市長  後藤 好人 富良野市長 北  猛俊 

釧路市長  鶴間 秀典 赤平市長  畠山 渉 登別市長  小笠原 春一 

帯広市長  米沢 則寿 紋別市長  山﨑 彰則 恵庭市長  原田 裕 

北見市長  辻󠄀  直孝 士別市長  渡辺 英次 伊達市長  堀井 敬太 

夕張市長  厚谷 司 名寄市長  加藤 剛士 北広島市長 上野 正三 

岩見沢市長 松野 哲 三笠市長  西城 賢策 石狩市長  加藤 龍幸 

網走市長  水谷 洋一 根室市長  石垣 雅敏 北斗市長  池田 達雄 

留萌市長  中西 俊司 千歳市長  横田 隆一  



- 2 - 

 

【舗装損傷のメカニズム及び舗装損傷状況】 
 
  

 

 

  

 

  補修費用（億円）   補修合材使用量（ｔ） 

冬期の舗装損傷状況① 

冬期の舗装損傷状況② 

ホイール裏側 

事故多発!! 
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111.9
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北海道内市町村の緊自債申請状況（第１回）

対前年比 6.1 倍の伸び率 

申請検討中の自治体も多く、 

令和８年度以降の期待が大きい 

単位：億円 

■舗装損傷の対応状況（道道） 

6.1 倍に上昇！ 

※北海道市長会調べ 
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※北海道建設部調べ 
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約１０年で舗装損傷に対応する費用は 

2.5 倍に上昇！ 

25億円 


